
●発行：常陸太田市議会　●編集：広報委員会

検索常陸太田市議会

●施政方針  ……………………… 2～3

●賛否一覧  ……………………… 4～5

●一般質問  ……………………… 7～9

●常任委員会審査  …………… 10～11

●予算特別委員会  ………………… 12

議会フェイスブック

「めぶき」
撮影：太田一高写真部

主 な 内 容 表紙のテーマ

NO.156
令和元年５月27日号

常陸太田市議会

常陸太田市

議会だより

元号が令和になり新たな時
代がスタート。市内「めぶ
き」をテーマに写真撮影を
しました。



2

平成３１年度施政方針

議
長
あ
い
さ
つ

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
改
元
に
よ
り
新
し
い
時
代

が
始
ま
り
本
市
が
、
幸
せ
を
感
じ
、
希
望
に
満
ち
た
未
来
の

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

決
機
関
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
し
、
議
会
改
革
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
た
め
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
常
陸
太
田
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

成井　小太郎　議長

令
和
元
年
度
の
「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に

当
た
り
議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
市
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
、

市
有
地
（
Ｊ
Ｔ
跡
地
）
利
活
用
事
業
や
水
府
小
・
中
学
校
整

備
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算
等
計
54
件

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会

施政方針を説明する
大久保　太一　市長

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

政
府
は
、
去
る
１
月
に
平
成
31
年
度
の
経
済
見
通

し
と
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
態
度
を
閣
議
決
定

し
、
今
後
の
経
済
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
引
き

続
き
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な
し
を
基
本

に
、
人
づ
く
り
革
命
と
成
長
戦
略
の
核
と
な
る
生
産
性

革
命
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

を
総
動
員
し
、
経
済
の
回
復
基
調
が
持
続
す
る
よ
う
、

２
０
１
９
・
２
０
２
０
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
臨

時
・
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
こ
の
１
年
間
で
人
口

が
９
７
３
人
減
少
し
、
本
年
２
月
１
日
現
在
で
は

４
万
９
４
３
０
人
と
５
万
人
を
割
り
込
ん
で
お
り
、
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
３
年
目
を
迎
え
る
第
６
次
総
合
計
画

の
重
点
施
策
を
推
進
し
、
引
き
続
き
、
本
市
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
少
子
化
人
口
減
少
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
直
面
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

各
種
施
策
を
推
進
し
、
本
市
の
目
指
す
将
来
像
「
幸
せ

を
感
じ
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
常
陸
太
田
」
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

第
１
回
定
例
会
の
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
報
告

１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
11
件
、
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
、
変
更
並

び
に
認
定
が
各
１
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
件
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算
８
件
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
会
期
中
に
人
事
案
件
21
件
を
追
加
提
案
す
る

予
定
で
す
。
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平成３１年度施政方針

平成 31 年

第１回定例会

■平成31年度予算の概要
　平成 31 年度一般会計予算は、対前年比 6.5％増の 251 億 6,100 万円で、特別会計、公営企業会計を合わせる
と前年度比 7.3％増の 428 億 5,139 万４千円となります。

　第６次総合計画基本計画の主な基本目標の事業を紹介します。

平成 31 年度予算総額
428億5,139万4千円

― 平成31年度の一般会計主要事業 ―

安心して働くことのできる仕事の場づくり

●乳製品商品化推進事業　�����������１億 2,136 万５千円
地方創生推進交付金を活用し、チーズ製造設備設置、試作品製造、製
造技術習得等へ支援を行う。

●林道整備事業　����������������� 5,123 万８千円
林業の成長産業化を目指し、市道 0139 号線「（仮称）真弓トンネル
を含む」とのネットワーク道路の整備を行う。　

●インバウンド推進事業　��������������� 3,630 万円
外国人の誘客を図るため、小型翻訳機の設置及びプロモーション活動
等を行う。 乳製品商品化推進事業

暮らしやすく楽しむことのできるまちづくり

●交通対策事業　���������������１億 5,051 万８千円
市民バスの運行、予約型乗合タクシーの運行、地方バス路線の補助・
高齢者のバス利用促進ための助成などを実施。

●防災行政無線整備事業　��������������� 2,618 万円
防災行政無線のデジタル化に向けた調査及びシステム設計等。　

●市立小・中学校及び幼稚園防犯カメラ設置事業　�� 2,365 万３千円
市内小・中学校及び幼稚園に防犯カメラを設置する。

●消防団車両整備事業　�������������� 2,246 万４千円
太田・里美支団の一部の消防団車両を更新する。 市内小・中学校等に防犯カメラを設置

夢を育み健やかに生きるひとづくり

●水府小・中学校整備事業　�������������９億 1,885 万８千円
校舎建築工事並びに校舎建築工事監理業務委託料等。

●運動公園整備事業　������������������ 2,546 万９千円
茨城国体開催事前準備に伴う施設改修経費、大里野球場防球ネット設計委託
料等。

●英語検定料助成事業　�������������������� 55 万円
国際理解の促進を図るため、中学生の英語検定料の一部を助成する。いきいき茨城ゆめ国体 2019
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　　 議 案 賛 否 一 覧

第
１
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30
年
度

常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

本
会
議

原
案
承
認

議
案
第
２
号

常
陸
太
田
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援
金
等
支

給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
５
号

常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
６
号

常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
８
号

常
陸
太
田
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
９
号

常
陸
太
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
10
号

常
陸
太
田
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
11
号

常
陸
太
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
12
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
13
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
14
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
15
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
16
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
に
つ
い
て

総　
　

務

原
案
可
決

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議
案
第
17
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
18
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
19
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
20
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
21
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
22
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
23
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
28
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
29
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
30
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
31
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
予
算

に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
32
号

平
成
30
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第
33
号

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
34
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
35
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
36
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
37
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
38
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
39
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
40
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意
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議
案
第
49
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
50
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
51
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
52
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
53
号

常
陸
太
田
市
及
び
一
部
事
務
組
合
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

請
願
第
１
号

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負
担
２
割
へ
の
引
き
上

げ
に
反
対
す
る
請
願

文
教
民
生

継
続
審
査

議
員
派
遣
に
つ
い
て

原
案
可
決

所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

原
案
可
決

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付
託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
川又　照雄
茅根　　猛
高星　勝幸
深谷　秀峰
菊池　伸也
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
藤田　謙二
諏訪　一則
菊池　勝美
小室　信隆
森山　一政

議
決
結
果

議
案
第
１
号

常
陸
太
田
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
24
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
25
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
26
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
27
号

平
成
31
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

請
願
第
２
号

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
採
択
の
請
願

産
業
建
設

不
採
択

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

不
採
択

【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
請
願
第
２
号
は
、
委
員
会
に
お
い
て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
の
審
査
の
と
お
り
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
採
決

さ
れ
た
た
め
、
請
願
に
賛
成
す
る
議
員
の
賛
否
は
×
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
41
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
42
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
43
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
44
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
45
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
46
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
47
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意

議
案
第
48
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
同
意



6

　 　 議 案 質 疑

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわからないことを質問する行為のことです。

議案第12号　常陸太田市公の施設に係る指定管理者の指定について
（西山の里観光施設の指定管理者を一般社団法人　常陸太田市観光物産協会に指定するもの）

議　案　質　疑

議案第16号　平成30年度常陸太田市一般会計補正予算（第７号）について 
（補正予算の内、道路橋梁負担金（仮称）真弓トンネル整備事業負担金 331 万６千円について）

問１

答１

負担金の算出方法について伺いたい。

負担金の算出方法は、各年度の事業費から国交付金、交付税措置分、県か
らの合併支援費を除いた市の一般財源相当分に対し、当市と日立市とでそ
れぞれの区間内となるトンネルの延長割で負担することを基本としてい
る。割合については、当市が約 53％、日立市が約 47％となる。

問１

答１

西山の里観光施設（西山の里桃源）の過去５年間の来訪者数と売り上げ額について伺いたい。

過去５年の来訪者数（売店、食堂、茶室等を利用された延べ利用者数）と売り上げ額は、平成 26
年度が５万 8665 人で 5464 万７千円、平成 27 年度が５万 9849 人で 5816 万３千円、平成 28 年度
が４万 9538 人で 4735 万４千円、平成 29 年度が４万 5673 人
で 4270 万２千円、平成 30 年は今年１月末現在では３万 3819
人で 3116 万９千円である。

西山の里観光施設 の整備について伺いたい。

売店や食堂がある建屋の桃源をはじめ、茶室の晏
あん

如
じょ

庵
あん

、さわや
かトイレ、不老池を含めた庭園や駐車場等が年数を経過してい
るため、来場者に安心して気持ちよくご利用していただけるよ
う整備を考えている。

問２

答２

一 般 質 問
定例会において、議員が市の施策の状況や方針などについて、説明を求めたり提案する質問のこ

とを一般質問といいます。第一回定例会では、一問一答方式で行われ、６名の議員が登壇しました。
（次ページから掲載）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※掲載内容は一般質問の一部を要約したものです。発言の詳細は議会ホームページ・市図書館で

公開する会議録をご覧ください。

西山の里桃源
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一 般 質 問 　 　

つ
い
て
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
銀
行

等
の
金
融
機
関
も
導
入
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
国
に
お
い
て
は
、
10

月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
引
き
上
げ
へ

の
対
応
の
中
で
、
事
業
者
が
導
入
す
る

決
済
端
末
購
入
費
用
へ
の
補
助
を
予
定

す
る
な
ど
、
官
民
を
挙
げ
て
導
入
を
推

進
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
環
境

整
備
促
進
の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
、

国
、
県
や
商
工
会
、
あ
る
い
は
金
融
機

関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

２
０
１
８
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
は
、
前
年
比
８
・

７
％
増
の
３
１
１
９
万
人
と
、
初
め
て

３
千
万
人
の
大
台
を
突
破
し
、
過
去
最

高
を
記
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
い 

た
い
。

藤田　謙二
議員

問１

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は

問２

官
民
連
携
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
を

商
工
観
光
部
長　

フ
ァ
ム
ト
ッ

プ
（
観
光
地
の
誘
致
促
進
の

た
め
、
国
の
旅
行
事
業
者
等
に
現
地
視

察
し
て
も
ら
う
こ
と
）
等
の
受
け
入
れ

答１

に
よ
り
、
中
国
か
ら
４
回
、
韓
国
か
ら

11
回
、
台
湾
か
ら
10
回
、
欧
米
豪
か
ら

４
回
、
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
５
回
、

計
延
べ
１
９
７
人
が
市
内
観
光
施
設
等

の
視
察
を
し
、
観
光
コ
ー
ス
に
求
め
る

も
の
等
、
８
項
目
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
誘
致

に
向
け
て
、
有
効
な
情
報
発
信
方
法
や

市
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
、
誘
客
に
向

け
て
の
改
善
点
等
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
（
世
間

に
与
え
る
影
響
力
が
大
き
い
行
為
を
行

う
人
物
）
男
女
２
名
に
よ
る
合
計
23
本

  【藤田 謙二 議員　質問事項】
●産業の振興について
●マイナンバーについて

問１

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
と
い
う

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
目
標
は
、
国
を

挙
げ
た
取
り
組
み
で
も
あ
り
、
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
た
今
後
の
推
進
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

問２

商
工
観
光
部
長　

市
商
工
会

が
市
内
商
工
業
者
な
ど
に
向

け
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に

答２

本
市
の
公
共
施
設
面
積
は
東

京
ド
ー
ム
６
個
分
に
相
当
す

る
約
27
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有

し
て
い
る
。
施
設
の
４
割
は
大
規
模

改
修
の
目
安
と
な
る
30
年
を
超
え
て 

い
る
。

　

ま
た
、
財
政
的
に
も
施
設
の
維
持
・

更
新
を
し
て
行
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
常
陸

太
田
市
公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
の
意

義
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い 

た
い
。

平山　晶邦
議員

企
画
部
長　

少
子
化
・
人
口

減
少
が
進
む
中
、
税
収
の
恒

常
的
な
増
加
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置

も
終
了
と
な
る
な
ど
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
現
在
、
保
有

し
て
い
る
施
設
の
す
べ
て
を
維
持
・
更

新
し
て
い
く
事
は
非
常
に
困
難
と
な
っ

て
い
る
。
市
で
は
、
課
題
解
決
の
第
一

歩
と
し
て
平
成
25
年
に
「
常
陸
太
田
市

公
共
施
設
白
書
」
を
取
り
ま
と
め
、
将

来
の
費
用
負
担
を
今
後
40
年
間
で
約

答１

問１

  【平山 晶邦 議員　質問事項】
●常陸太田市公共施設等再配置計画について  
●児童虐待に対する本市の対応について　●東部土地区
画整理事業について　●立地適正化計画について

問１

常
陸
太
田
市
公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
の
意
義
と
今
後
の
進
め
方
は

１
０
８
７
億
円
と
し
、
費
用
に
対
す
る

確
保
可
能
な
財
源
は
６
０
０
億
円
程
度

で
約
５
０
０
億
円
の
不
足
が
生
じ
る
と

試
算
し
た
。
平
成
29
年
に
は
、「
常
陸

太
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
策
定
し
、
全
体
的
な
視
点
か
ら
見
た

公
共
施
設
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
考
え
方
や
方
針
等
を
定
め
、
今

回
策
定
す
る
「
常
陸
太
田
市
公
共
施
設

等
再
配
置
計
画
」
は
、
将
来
の
よ
り
良

い
市
の
姿
及
び
財
政
の
健
全
化
に
向
け

て
、
施
設
ご
と
の
よ
り
具
体
的
な
再
配

置
に
つ
い
て
市
民
に
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
計
画
期
間
は
平
成

29
年
度
か
ら
40
年
間
と
し
た
。
今
後
の

進
め
方
は
、
４
月
以
降
に
計
画
概
要
に

つ
い
て
町
会
長
の
皆
様
に
説
明
し
、
そ

の
後
市
内
19
地
区
で
市
民
説
明
会
を
開

催
し
再
配
置
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

理
解
を
得
た
い
。
そ
の
後
、
担
当
部
署

に
お
い
て
再
配
置
計
画
の
方
針
に
基
づ

き
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明
し
、
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
行
に
移
し
て

ま
い
り
た
い
。

の
記
事
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
る
。
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　 　 一 般 質 問

問１

保
育
園
等
待
機
児
童
の
問
題
に
つ
い
て

問２

本
市
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

総
務
部
長　

本
年
度
の
法
定

雇
用
率
は
、
市
長
部
局
が
３
・

本
市
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇

用
率
の
現
状
及
び
雇
用
率
算
出

に
お
け
る
分
母
・
分
子
と
な
る
職
員
数
、

障
が
い
者
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問２答２

来
春
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
て
、
認
可
保
育
園
な
ど
の

施
設
の
整
備
を
含
め
て
、
待
機
児
童
解

消
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
い
た
い
。

諏訪　一則
議員

保
健
福
祉
部
長　

平
成
30
年

４
月
よ
り
水
府
幼
稚
園
と
す

い
ふ
保
育
園
を
統
合
し
認
定
こ
ど
も
園

へ
移
行
し
、
ま
た
、
の
ぞ
み
幼
稚
園
を

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
よ
り
、
保
育
園

の
定
員
枠
を
拡
充
し
た
。
す
い
ふ
こ
ど

答１ 問１

  【諏訪 一則 議員　質問事項】
●保育園等待機児童について  
●障がい者の雇用について

も
園
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
に
、
旧

山
田
小
の
１
階
部
分
を
改
修
し
た
新
園

舎
へ
移
転
す
る
こ
と
で
、
０
歳
児
５
名

分
の
保
育
定
員
枠
を
確
保
。
ま
た
、
金

砂
郷
地
区
に
お
い
て
、
現
在
の
金
郷
幼

稚
園
と
金
砂
郷
保
育
園
を
統
合
し
新
た

に
「
う
ぐ
い
す
こ
ど
も
園
」
と
し
て
４

月
か
ら
開
設
し
、
15
名
の
保
育
定
員
枠

を
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
は
、
社
会
福
祉

法
人
月
居
会
が
本
年
４
月
の
開
園
を

目
途
に
新
設
保
育
園
（
保
育
定
員
枠

１
０
５
名
）
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
公
立
及
び
民
間
の
保
育
園
等

の
整
備
推
進
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
に

お
い
て
待
機
児
童
の
解
消
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

05
％
、教
育
委
員
会
が
６
・
02
％
と
な
っ

て
お
り
、
国
が
定
め
る
障
が
い
者
の
法

定
雇
用
率
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
雇
用

率
算
出
に
お
い
て
分
母
と
な
る
職
員

は
、
消
防
職
や
消
防
団
員
を
除
く
常
勤

の
職
員
を
数
値
の
根
拠
と
し
て
お
り
、

市
長
部
局
が
３
６
１
名
、
教
育
委
員
会

が
83
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

分
子
と
な
る
職
員
数
は
、
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
職
員
の
数
と
な
っ

て
い
る 

。

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社

（
日
本
原
電
（
株
））
の
社
長

が
２
月
22
日
、「
東
海
第
二
原
発
の
再

稼
働
を
目
指
す
」
と
表
明
し
た
。
私
は

「
最
優
先
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
住
民
の
生
活
や
生
業
、
命
の
尊
厳

で
あ
り
、
再
稼
働
し
な
い
こ
と
が
最
も

確
か
な
安
全
策
で
あ
る
」
と
、
日
本
原

電
（
株
）
に
対
し
、
再
稼
働
方
針
の
撤

回
と
廃
炉
の
決
断
を
求
め
た
。
①
日
本

原
電
（
株
）
の
再
稼
働
方
針
決
定
に
対

す
る
見
解
と
対
応
に
つ
い
て
②
市
民
の

意
見
を
聞
く
計
画
に
つ
い
て
、
市
長
に

宇野　隆子
議員

  【宇野 隆子 議員　質問事項】
●東海第二原発の再稼働問題について　●国民健康保険について
●市有地（日本たばこ産業（株）の跡地）の利活用について
●ＤＶ・ハラスメント対策について　　●農業再生について
●子どもの貧困対策，居場所の確保について

問１

日
本
た
ば
こ
産
業
（
株
）（
Ｊ

Ｔ
）
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た

市
有
地
１
万
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を
利
用

し
た
良
好
な
住
宅
地
と
し
て
活
用
し
て

い
く
と
こ
れ
ま
で
に
伺
っ
て
い
る
。
そ

の
後
の
利
活
用
の
検
討
状
況
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
発
掘
調
査

の
結
果
次
第
で
新
た
な
検
討
も
さ
れ
る

と
思
う
が
、
地
域
の
歴
史
研
究
会
な
ど

と
話
し
合
っ
て
、
太
田
城
跡
の
歴
史
を

伝
え
る
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

問２

問１

市
長
に
原
発
再
稼
働
反
対
の
表
明
を
求
め
る

問２

Ｊ
Ｔ
跡
地
に
歴
史
を
伝
え
る
施
設
整
備
の
検
討
も

市
長　

協
定
を
締
結
し
て
い

る
６
市
村
は
、
１
市
村
で
も

反
対
が
あ
れ
ば
再
稼
働
で
き
な
い
と
い

う
見
解
を
改
め
て
共
有
し
、
日
本
原
電

（
株
）
に
示
す
と
同
時
に
、
６
市
村
が

連
携
を
密
に
し
て
対
応
す
る
と
の
認
識

を
共
有
し
た
。
市
民
の
意
見
を
聞
く
計

画
は
、
原
電
側
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た

の
ち
に
、
20
名
の
委
員
か
ら
意
見
を
伺

う
機
会
を
設
け
た
い
。

答１

企
画
部
長　

土
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
定
住
人
口
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
本
市
に
定
住
し
た

い
と
考
え
る
方
々
の
さ
ら
な
る
受
け
皿

と
な
る
よ
う
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た

良
好
な
住
宅
用
地
と
し
て
活
用
を
予
定

し
て
い
る
。
新
年
度
は
、
対
象
地
の
外

周
市
道
拡
幅
予
定
地
の
埋
蔵
文
化
財
の

発
掘
調
査
を
行
う
。
ま
た
、
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果
を
見
極

め
た
う
え
で
決
定
し
て
い
く
。

答２

伺
い
た
い
。
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一 般 質 問 　 　

全
国
的
に
高
齢
者
の
交
通
事

故
が
増
え
て
い
る
が
、
交
通

安
全
教
育
や
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

深谷　秀峰
議員

問１

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は

問２

佐
竹
氏
の
歴
史
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

市
民
生
活
部
長　

市
内
の
交

通
事
故
発
生
件
数
に
占
め
る

高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
は
、
平
成
27

年
が
約
43
％
、
平
成
28
年
が
46
％
、
平

成
29
年
が
53
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て

い
る
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

と
し
て
、
太
田
警
察
署
、
交
通
安
全
協

答１

会
と
連
携
し
交
通
安
全
教
室
や
出
前
講

座
、
実
技
講
習
と
し
て
「
シ
ル
バ
ー
・

ド
ラ
イ
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
参
加
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
啓
発
活

動
と
し
て
、広
報
紙
や
防
災
行
政
無
線
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
チ
ラ
シ

配
布
等
を
通
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能

の
変
化
を
自
覚
し
て
も
ら
え
る
交
通
安

全
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

  【深谷 秀峰 議員　質問事項】
●高齢者の交通安全対策について
●市有地（日本たばこ産業（株）の跡地）利活用事業について
●廃校等の有効活用について 

問１

市
有
地
（
Ｊ
Ｔ
跡
地
）
の
利

活
用
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
関
東
七
名

城
と
う
た
わ
れ
る
佐
竹
氏
の
「
太
田

城
」
の
調
査
と
な
る
が
、
発
掘
面
積
や

深
さ
、
ま
た
、
今
回
の
調
査
次
第
で
今

後
、
新
た
な
発
掘
調
査
を
す
る
の
か
伺

い
た
い
。

問２

教
育
部
長　

道
路
拡
張
に
伴

う
発
掘
面
積
は
、
約
２
７
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
お
り
、
掘

答２

削
の
深
さ
は
、
約
１
メ
ー
ト
ル
前
後
に

な
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
新
た
な

発
掘
調
査
を
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土
す
る
遺

物
・
遺
構
を
確
認
し
て
か
ら
、
そ
の
価

値
を
見
極
め
検
討
し
て
い
く
。
今
後
、

敷
地
の
利
活
用
方
針
が
決
ま
り
発
掘
を

伴
う
開
発
を
行
う
場
合
は
、
文
化
財
保

護
法
に
基
づ
き
発
掘
調
査
を
実
施
し
さ

ら
な
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
、
単
純
作
業
を

自
動
化
す
る
技
術
の
こ
と
を

言
う
。
行
政
は
事
務
事
業
の
増
加
に
よ

る
人
手
不
足
に
対
し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の

先
端
技
術
を
動
員
し
て
生
産
性
を
高

め
、
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

量
の
確
保
と
同
時
に
、
職
員
の
働
き
方

改
革
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

深谷　　渉
議員

問１

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
べ
き

問２

図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
方
へ
宅
配
サ
ー
ビ
ス
導
入
を

総
務
部
長　

行
革
・
権
限
移

譲
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

自
治
体
に
お
け
る
事
務
処
理
件
数
は
増

答１

え
る
一
方
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
、
職
員

数
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
事
務
処
理
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
職
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
効
果
等
に
つ
い
て
先
行
事
例
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
等
を
検
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
検
証
を

行
っ
た
う
え
で
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
の
可
否

も
含
め
て
、
研
究
・
検
討
を
行
う
。

  【深谷 　渉 議員　質問事項】
●常陸太田市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
●行政事務について　●読書の推進について
●学校等の体育館へのエアコン設置について

問１

図
書
館
へ
来
館
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
の
方
が
、

本
を
自
由
に
読
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
、
市
の
対
応
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
告
示
の
「
図
書
館
の
設

置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」に
は
、

図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
と
あ
る
。本
市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

問２

教
育
部
長　

こ
の
基
準
の
中

に
は
「
図
書
館
へ
の
来
館
が

答２

困
難
な
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。」
と
あ
る
。
来
館
困
難
の
理

由
や
そ
れ
に
基
づ
く
対
象
範
囲
は
、
各

図
書
館
の
判
断
に
よ
る
。

　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
、
読
書
推
進
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
有
意
義
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
公

立
図
書
館
が
行
っ
て
い
る
優
良
事
例
等

を
充
分
に
調
査
・
研
究
し
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
る
。
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常 任 委 員 会 審 査

総
務
委
員
会

【
委
員
会
構
成
】

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

菊
池　

伸
也

副
委
員
長 

深
谷　
　

渉

委　
　

員 

後
藤　
　

守

委 

員 

長 

川
又　

照
雄

副
委
員
長 

諏
訪　

一
則

委　
　

員 

宇
野　

隆
子

委　
員　

茅
根　
　

猛

　

〃　

 

高
星　

勝
幸  

　

〃　

 

平
山　

晶
邦

委　
員　

髙
木　
　

将

　

〃　
　

深
谷　

秀
峰

　

〃　
　

小
室　

信
隆

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
２
件
、
補
正
予
算
１
件
、
合
計
３
件

の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
３
議
案

を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

文
教
民
生
委
員
会

　

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
６
件
、
補
正
予
算
３
件
、
請
願

１
件
合
計
10
件
の
審
査
を
行
い
、
議
案

第
１
号
を
賛
成
多
数
に
よ
り
、
そ
の
他

の
８
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
請
願
１
件
を
継
続

審
査
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

今
回
の
改
正
の
内
容
を
具
体
的
に
伺

い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
の
方

に
も
広
く
保
険
事
業
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
被
用
者
保
険
（
国
民

健
康
保
険
以
外
）
を
代
表
す
る
委
員
を
加

え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
協
議
会
委
員

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
今
回
定

数
を
削
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
介
護
・
福
祉
整
備
推
進
事
業
の

介
護
施
設
の
大
規
模
改
修
と
し
て
補
助
金

７
３
７
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
補
助
率

と
事
業
者
名
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

介
護
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
国

の
補
助
金
を
利
用
し
て
行
う
も
の
で
あ

り
、
補
助
率
は
10
割
で
事
業
者
名
に
つ
い

て
は
、
上
河
合
町
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
来ら

い

夢む

の
杜も

り

太
田
で
あ
る
。

竜
神
大
吊
橋
の
使
用
料
が
６
０
０
万

円
の
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
過
去
３
年

間
の
渡
橋
者
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

竜
神
大
吊
橋
の
渡
橋
者
数
は
、
平
成

27
年
度
は
、
25
万
１
４
２
３
人
で
、
平
成

28
年
度
は
25
万
２
２
０
０
人
、
平
成
29
年

度
は
24
万
９
１
９
８
人
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
紅
葉
時
期
と

比
べ
て
約
７
千
人
増
や
バ
ン
ジ
ー
効
果
に

よ
り
渡
橋
者
数
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

林
業
振
興
費
の
間
伐
委
託
料
55
万 

７
千
円
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
年

度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
事
業
は
、
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税

を
活
用
し
、
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事

業
に
よ
り
、
里
野
宮
町
・
天
神
林
町
・
粟

原
町
・
小
島
町
の
里
山
林
等
を
整
備
し
た

も
の
で
あ
り
、
当
初
４
７
６
万
４
千
円
を

計
上
し
た
が
、
入
札
差
金
で
55
万
７
千
円

を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

問

問

答

答

答問答

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
16
号　

平
成
30
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

（
一
般
会
計
予
算
を
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
０
５ 

１
万
円
を
減
額
し
、
総
額
２
４
２
億

３
４
４
４
万
７
千
円
と
す
る
も
の
）

議
案
第
５
号　

常
陸
太
田
市
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
協
議
会
の
委
員
に
被
用
者
保
険

等
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
加

え
、
そ
の
定
数
を
見
直
す
こ
と
に
伴

い
改
正
す
る
も
の
）

議
案
第
６
号　

常
陸
太
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
税
の
普
通
徴
収
に

お
け
る
納
期
を
見
直
す
こ
と
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
）

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、
当
初

予
算
の
出
産
数
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
過

年
度
分
実
績
を
考
慮
し
て
計
上
し
て
い

る
。
平
成
28
年
度
は
41
件
、
平
成
29
年
度

は
28
件
で
あ
る
。

問答

国
民
健
康
保
険
税
納
付
に
お
け
る
、
普

通
徴
収
の
納
付
内
訳
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
、
口
座

振
替
が
２
７
８
１
世
帯
、
自
主
納
付
が

４
７
９
３
世
帯
で
、
そ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ

収
納
件
数
が
１
万
６
３
５
件
で
あ
る
。

問答議
案
第
17
号 

平
成
30
年
度
常
陸
太

田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
を

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

４
１
１
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

60
億
７
０
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の
）
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常任委員会審査・活動報告

産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
３
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１

件
、
市
道
路
線
の
廃
止
、
変
更
、
認
定

各
１
件
、
補
正
予
算
４
件
、
請
願
１
件

合
計
12
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ

た
11
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
請
願
１
件
を
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

藤
田　

謙
二

副
委
員
長 

菊
池　

勝
美

委　
　

員 

黒
沢　

義
久

委　
員　
成
井
小
太
郎

　

〃　

益
子　

慎
哉

　

〃　

森
山　

一
政

今
回
の
指
定
期
間
は
１
年
で
あ
る

が
、
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

庁
内
に
内
部
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
今
後
の
施
設
の
方
向
性
、
あ
り
方
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
次
年
度
以
降
の

指
定
期
間
等
を
決
め
て
い
く
。

問答

那
珂
久
慈
流
域
下
水
道
維
持
管
理
費

負
担
金
の
減
額
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

下
河
合
町
と
大
森
町
の
ポ
ン
プ
場
か

ら
那
珂
久
慈
流
域
下
水
道
セ
ン
タ
ー
へ
排

出
し
て
い
る
汚
水
量
が
当
初
見
込
み
に
対

し
最
終
見
込
み
数
量
が
６
万
４
１
９
８
㎥

の
減
と
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問答

議
案
第
12
号　

常
陸
太
田
市
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

（
西
山
の
里
観
光
施
設
の
指
定
管
理

者
を
一
般
社
団
法
人　

常
陸
太
田
市

観
光
物
産
協
会
に
指
定
す
る
も
の
）

請
願
第
２
号　

最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
請
願

（
政
府
及
び
関
係
機
関
に
、
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
を
確
立
す
る
等
地

域
間
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
施
策
を

進
め
、
政
治
決
断
で
最
低
賃
金
を

１
５
０
０
円
以
上
と
し
、
中
小
企
業

へ
の
支
援
策
を
拡
充
さ
れ
る
よ
う
意

見
書
を
も
っ
て
要
望
す
る
も
の
）

議
案
第
20
号　

常
陸
太
田
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

２
１
４
３
万
円
を
減
額
し
、
総
額

●平成30年度　常任委員会活動報告●
総務委員会 文教民生委員会 産業建設委員会

総務委員会では、少子化・人口減
少対策に関する取り組みの現況と今
後の対応として、地域公共交通や市
の人口減少抑制の施策について執行
部を交えて調査研究を行った。

その他、常陸太田市公共施設等総
合管理計画や防災対策について視察
等調査を行った。

文教民生委員会では、103 町会ご
とに医療費・検診分析を行い、各種
保健事業を展開している当市のじょ
うづるさんすこやかプランの現状や
今後の取り組みについて執行部と意
見交換を行った。

その他、地域コミュニティの取り
組みや教職員の多忙化解消、子ども
食堂等について現地調査等を行い、
現状や課題等について調査を行った。

産業建設委員会では、地場産業の
振興として、市の認証特産品でもあ
る「常陸柿匠・星霜柿」の栽培や、
今後の取り組み等について生産者の
方と意見交換及び、栽培ほ場の視察
を行った。その他、かなさ笑楽校の
ボルダリング施設等市内観光施設の
現地調査を行い、現状や課題等につ
いて調査を行った。

11
億
４
４
２
３
万
３
千
円
と
す
る 

も
の
）労

働
者
の
生
活
安
定
の
た
め
、
賃

金
を
引
き
上
げ
る
と
す
る
趣
旨
は
充
分
理

解
で
き
る
が
、
最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円

と
す
る
こ
と
は
、
中
小
企
業
の
経
営
を
圧

迫
す
る
懸
念
も
あ
る
。
ま
た
、
物
価
等
も

全
国
一
律
で
は
な
い
た
め
、
最
低
賃
金
の

決
定
方
法
は
現
行
の
方
法
が
望
ま
し
い
と

感
じ
る
。

意
見

執行部との意見交換 子ども食堂を視察 星霜柿の栽培を視察



12

予算特別委員会を開催
－　平成31年度一般会計・特別会計３件

� 企業会計４件を審査　－

予算に関する議案第 24 号から議案第 31 号までを
審査するため、予算特別委員会が３月７日に設置され
ました。

議長を除く 17 名の議員が委員に選任され、３月
13 日と 14 日の２日間にわたり審査が行われ、一般
会計の総額 251 億 6100 万円、特別会計の総額 122 億
1782 万４千円、公営企業会計の総額 54 億 7257 万円、
合計 428 億 5139 万４千円について審査いたしました。

一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療
特別会計、介護保険特別会計については賛成多数によ
り原案可決すべきものと決定。その他４会計について
は全会一致により原案可決すべきものと決定しました。

予算特別委員会　委 員 長　川又　照雄
　　　　　　　　副委員長　諏訪　一則

広報紙作成委託料の委託先と効果について 

広報ひたちおおた及びお知らせ版の委託先は，水戸市にある日宣メディッ
クス株式会社である。委託により、広報戦略の業務に力を入れていく効果
が見込める。また広報紙及びお知らせ版を月 1 回発行することとし、お知
らせ版が月 2 回から月 1 回へ変更となるが、広報紙の中にお知らせのペー
ジを設けて補完していく。

答

問

－　主な質疑内容　－

答

問 民間放課後児童クラブの事業所数と受け入れ人数について  

民間放課後児童クラブは、3 事業者を予定しており、愛保育園は 50 名程度、
太田さくら児童クラブは 35 名程度、こどもの里児童クラブは 10 名程度
の受け入れを予定している。

答

問 消防行政無線設計業務委託の効果等について

市役所に設置している親局が 18 年を経過している状況のため、音質がクリ
アになるといったメリットがあるデジタル化を進めるものである。各家庭
に配布している個別受信機についても、年次計画での交換を検討している。

答

問 企業紹介用パンフレット作成業務委託料について

就職活動を控えた学生や UIJ ターン希望者を含む若者に対して市内企業
の魅力を発信し、市内企業の人材確保につなげることを目的として、市
内企業を紹介するガイドブックを作成するものである。平成 30 年度は 41
社参加いただき、近隣の高校や大学・専門学校への配布のほか、成人式に
おいて配布を行った。平成 31 年度についても、新たな企業を追加して作
成を行う。

予 算 特 別 委 員 会

市広報紙を４月号から
民間業者に委託へ

企業ガイドブック
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請願・陳情
件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

請願第１号 
後期高齢者の医療費自己負担２割への引き上げに
反対する請願

茨城県社会保障推進協議会　
代表委員　　瀧澤　利行
茨城県高齢期運動連絡会
会　　長　　近沢　重男　　  

【紹介議員】宇野　隆子

継続審査

請願第２号 
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡
充を求める意見書」採択の請願

茨城県労働組合総連合（略称　茨城労連）　
議長　白石　勝巳　

【紹介議員】宇野　隆子
不 採 択

陳情第１号 
全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主
旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位
協定の見直しを国に求める意見書を提出する事を
求める陳情

日米地位協定を見直す会
共同代表　難波希美子 報　 告

陳情第２号 
奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲
与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林
に戻すことを求める陳情書

一般財団法人日本熊森協会
会　　長　室谷　悠子 報　 告

議会日誌
１月16日　総務委員会協議会・広報委員会
１月21日　議会運営委員会・議会改革推進会議
　　　　　全員協議会・総務委員会協議会
　　　　　広報委員会・文教民生委員会協議会
　　　　　茨城県市議会議長会定例会
２月４日　議会改革推進会議
２月14日　産業建設委員会協議会
　　　　　文教民生委員会所管事務調査
２月19日　坂東市議会政友会会派視察来庁
２月21日　議会運営委員会・平成 31 年度予算内示説明会
　　　　　全員協議会・議会改革推進会議
３月１日　本会議（開会・議案説明）・議会運営委員会
３月５日　本会議（一般質問）・議会運営委員会
３月６日　本会議（一般質問）
３月７日　本会議（議案質疑）
　　　　　総務委員会協議会
　　　　　文教民生委員会協議会
　　　　　産業建設委員会協議会
３月８日　総務委員会
　　　　　総務委員会協議会
３月11日　文教民生委員会・文教民生委員会協議会
３月12日　産業建設委員会・産業建設委員会協議会
３月13日　予算特別委員会
３月14日　予算特別委員会・議会運営委員会・全員協議会
３月18日　本会議（採決・閉会）
３月22日　議会改革推進会議・広報委員会

　１月 21 日、第１回定例会の会期について協議、本
会議に諮ることとし、「ひたちおおたお知らせ版」及
び市内施設・各支所窓口へ掲示することとした。２
月 21 日には第１日の日程、議案等付託委員会、一般
質問・議案質疑の通告期限及び一般質問の方法・時
間制限、予算特別委員会の設置について。３月 1 日
は一般質問通告者、請願の取り扱いについて。５日
には一般質問における発言の取り扱いについて。14
日には追加議案、最終日の日程、人事案件、議員派
遣について協議を行った。

議会運営委員会
1/21、2/21、3/1・5・14

第 1 回定例会の会期・日程等について協議

委 員 長　深谷　　渉　　副委員長　深谷　秀峰 
委　　員　後藤　　守　　委　　員　川又　照雄
　〃　　菊池　伸也　　　〃　　益子　慎哉
　〃　　藤田　謙二　　　〃　　

議会日誌・議会運営委員会・請願・陳情
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り
よ
だ
会
議
市
田
太
陸
常

No.
156

行
発

　
　

会
議
市
田
太
陸
常

　

者
任
責
行
発

　

長
議
　

郎
太
小
井
成

　
　
　
　

３
１
３
〒

－

１
１
６
８

　

０
９
６
３
町
井
金
市
田
太
陸
常
県
城
茨

話
電
　

４
９
２
０

－

２
７

－

Ｘ
Ａ
Ｆ
）
２
３
４
線
内
（１
１
１
３

　

４
９
２
０

－

３
７

－

９
１
１
１

和
令

元
年
5
月
27

行
発
日

編 集 後 記

議会だより第 156 号では第１回定例会の主な
内容を掲載いたしました。５月から新しい年号「令
和」がスタートしました。今年の秋には『いきい
き茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会』が開催
され当市では、ソフトボール等が山吹運動公園や
白羽スポーツ広場などを舞台に熱戦が繰り広げら
れます。さて、今回の茨城国体から「ｅスポーツ」
が競技の１つとして採用されたのはご存知でしょ
うか。「ｅスポーツ」とはコンピュータゲームが
スポーツ・競技として捉える際の名称のことです
が、新しい時代の幕開けを感じます。

 委員長　高星　勝幸

広報委員会
委 員 長　高星　勝幸　　　副委員長　藤田　謙二
委　　員　川又　照雄　　　委　　員　菊池　伸也
　〃　　深谷　　渉　　　　〃　　諏訪　一則
　〃　　菊池　勝美

　傍聴される方は、市役所４階市議会議場前の傍
聴受付で所定の用紙に住所、氏名、年齢を記入し、
傍聴券をお受け取りください。傍聴する際には注
意事項をお守りください。

６月 3 日（月）午前 10 時　開会・議案説明
　　5 日（水）午前 10 時　一般質問
　　6 日（木）午前 10 時　一般質問
　　7 日（金）午前 10 時　議案質疑
　　10 日（月）午前 10 時　総務委員会
　　11 日（火）午前 10 時　文教民生委員会
　　12 日（水）午前 10 時　産業建設委員会
　　14 日（金）午前 10 時　採決・閉会

６月定例会会期日程（予定）

今年度は「商業と観光の振興」について意見交換会を行います。

○内容は、議会の活動報告、質疑応答、意見交換です。
○日時、場所等はご都合のよい会場へお越しください。
○申し込みは不要です。どうぞ、お誘いあわせのうえご参加ください。

平成30年度　議会報告・意見交換会の様子

地　　区 会　　　　場 開　催　日　時

水 府 地 区 水府総合センター　研修室 ６月 27 日（木）

午後７時から
金 砂 郷 地 区 交流センターふじ　会議室 ６月 28 日（金）

常陸太田地区 生涯学習センター　講座室１、２ ７月　2 日（火）

里 美 地 区 里美文化センター　大集会室 ７月　3 日（水）

令和元年度

議会報告･意見交換会を開催します


